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から、新しい語の追加と再調査を実施、16万3千語というより大

規模な単語親密度データベースを再構築しました[2]。

　データベースを元に令和版語彙数推定テストを作成、4千人

以上を対象に調査を行ったところ、小学6年生で約2万語、大人

で約5万語の語彙数があることがわかりました（図1）。また、同

じ学年でも生徒によって語彙数に大きなばらつきがあることか

ら、支援が必要な生徒を見つけることにも役立つと考えています

[3]。

テキストの難易度推定

　テキスト側の難易度については、まず絵本の難易度推定から

取り組みました。本研究所の主要テーマでもある幼児の語彙発

達の解明、発達支援などにも寄与できると考えたからです。しか

し、絵本には電子データ化されたデータベース（コーパス）自体

が存在せず、その構築からスタートしました。人手でほとんどの

本文テキストを入力するという地道な作業の結果、NTTの絵本

コーパスは、日本語6000冊・英語2000冊を超える、世界に類を

みない規模になりました。しかも今でも拡張中です。

　さて、いよいよ難易度推定です。テキストの難易度には、語彙

の難しさ、文構造の難しさの両方が影響しますので、それぞれを

適切に反映する特徴量を見出しました。加えて、絵本の場合、ひ

らがなを正しく解析することも必要です。例えば、「とうさん」が

「父さん」か「倒産」かによって、難易度は大きく異なります。こ

うした特徴量選択やひらがな解析の工夫により、高精度な難易

度推定を可能にしました[1]。また、この精度向上の工夫は、教科

書など他分野のテキストの難易度推定にも有効であることが分

かってきました。

今後の展開

　今回ご紹介した「人の語彙数推定」と「テキストの難易度推

定」を組み合わせ、定期的な語彙数の確認をすれば、一人ひとり

がその時、「ちょうど読める・少し頑張れば読める」テキストを推

薦することが可能になります。実際我々は、英語の語彙数推定と

難易度推定の研究も進めており、語彙力にあった英語絵本を推

薦して学校の英語教育に活かす取り組みも始めています（図2, 

[4]）。

　我々は今後も、日本語でも英語でも、幼児でも小中高校生で

も、大人に対しても、エビデンスを積み重ねながら、一人ひとりに

あった育児・教育支援の実現をめざしていきます。

　文字を覚えたての子どもが自分で選んだ絵本が読めず、読んで

あげることになったことはありませんか。中１の時とても苦労して

読んだ英文が、大学生になる頃にはとても簡単に感じられたこと

はありませんか。同じ文を読もうとしても、難しいと感じるか易し

いと感じるかは、読み手の知識量に依存します。もし、読み手に

とってちょうど読めるくらいの、あるいは少し頑張れば読めるく

らいの絵本や本、英文を薦めることができれば、読み手の知識

を無理なく増やしていけるかもしれません。しかし、「ちょうど良

い難しさ」を判断するのは簡単ではありません。文（テキスト）側

の難易度と、人側の知識量の両方を適切に推定する必要がある

からです。

人の語彙数調査と推定方法

　人側の知識の一つとして語彙力があります。NTTでは20年以

上前から、人の語彙数の調査や推定に取り組んできました。

　幼児を対象とする場合、理解/発話できるすべての語彙を調査

することも不可能ではありません。実際私たちは、1500組以上

の親子モニターの皆さんにご協力をいただき、子どもがいつごろ

どのような語を覚えるか、発話できるかというデータを蓄積し、

幼児語彙発達データベースを構築してきました。しかし小学生

以上となると、知っているすべての語彙を調査することは困難で

す。そこで、提示した語を知っているか回答してもらうことによ

り、語彙数を推定します。提示する語は多いほど正確な推定が

できますが、数十語でも推定可能です。この方法では、ある語を

知っていると回答したときに、何語知っていると推定するかがポ

イントとなります。例えば「銀行」と「地歩」だと、「地歩」の方が

知っている人は少ないでしょう。そのため、「銀行」だけを知って

いる人より「地歩」も知っている人の方が語彙数は多いと思われ

ます。では「地歩」も知っていれば、「何語知っている」と推定で

きるのでしょうか？

　その推定の根拠となるのが、語のなじみ深さを数値化した「単

語親密度」です。NTTでは20年以上前に約7万7千語の単語親

密度を調査、それを元に公開した語彙数推定テストは多くの方に

利用されてきました。しかし、調査から20年以上が経過したこと
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図1　小学６年生から成人を対象とした語彙数推定結果（約4600名） 図2　英語の語彙数推定画面




